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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、NK細胞、血小板、単球、およびT細胞のサブセットの表面に発現する糖タンパク質をコードしています。Vセットの2つのIg様ドメインを含むIgスーパーファミリーのメンバーです。このタンパク質は、血小板および巨核球細胞の血管内皮細胞への細胞接着を媒介します。また、巨核球細胞の成熟にも関与しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2015年1月],機能:細胞間接着、リンパ球シグナル伝達、細胞傷害性、および細胞傷害性Tリンパ球（CTL）とNK細胞を介したリンホカイン分泌に関与する受容体。,PTM:リン酸化。,類似性:2つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット:PVRおよびPVRL2と相互作用する。,組織特異性:末梢血Tリンパ球によって発現される。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）
	画像データ
	

	CD226/DNAM-1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CD226/DNAM-1抗体を用いた、PMA 125 ng/ml 30分処理したCOS7細胞およびK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	CD226/DNAM-1 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	DNAM-1ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたCOS7細胞のウェスタンブロット解析
	

	DNAM-1ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたマウス脳細胞のウエスタンブロット解析
	

	DNAM-1ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたAD293のウェスタンブロット解析

